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京
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随
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連
載
⑦

貧
困
の
拡
大
に
ど
う
向
き
合
う
か

は
じ
め
に
―

貧
困
大
国
化
し
た
日
本１

．
日
本
に
お
け
る

　
　
貧
困
の
現
状

２
．
生
存
権
保
障
と

　
　
国
家
の
役
割

３
．
貧
困
の
社
会
的
影
響

４
．
貧
困
問
題
の

　
　
解
決
の
た
め
に

　

日
本
に
お
け
る
貧
困
と
格

差
は
是
正
さ
れ
る
ど
こ
ろ

か
、
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
戦
後
長
い
間
、
日

本
は
一
億
総
中
流
社
会
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
は
も
は
や
遠
い
昔
の
話

で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
話
題

に
な
り
始
め
た
の
は
、
１
９

９
０
年
代
末
で
あ
っ
た
。
そ

の
き
っ
か
け
は
、
橘
木
俊
詔

氏
（
京
都
大
学
経
済
研
究
所

・
当
時
）
の
『
日
本
の
経
済

格
差
』（
岩
波
新
書
、
１
９

９
８
年
）
で
あ
る
。
こ
の
中

で
橘
木
氏
は
、
日
本
の
貧
困

率
の
高
さ
と
格
差
の
拡
大
を

指
摘
し
て
い
た
。
私
も
こ
の

本
を
読
ん
で
、
軽
い
衝
撃
を

受
け
た
記
憶
が
あ
る
。
こ
の

問
題
は
当
時
、
政
治
的
に
も

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た

が
、
そ
の
後
も
、
新
自
由
主

義
路
線
を
追
求
す
る
自
民
党

政
権
の
下
で
、
事
態
は
ま
す

ま
す
悪
化
す
る
一
方
で
あ

る
。

　

と
り
わ
け
貧
困
は
格
差
と

は
異
な
り
、
無
条
件
で
許
さ

れ
な
い
状
態
で
あ
る
。
貧
困

は
人
々
か
ら
将
来
の
希
望
を

奪
い
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
生

活
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
高
い
自
殺
率
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大

き
な
理
由
が
経
済
問
題
で
あ

る
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う

な
非
常
事
態
に
お
い
て
、
最

も
被
害
を
受
け
る
の
は
、
経

済
的
に
貯
え
の
な
い
貧
困
層

で
あ
る
。

　

ま
た
格
差
に
つ
い
て
言
え

ば
、
大
き
な
格
差
は
人
々
の

社
会
的
絆
を
寸
断
し
、
社
会

を
殺
伐
な
も
の
に
す
る
。
そ

の
意
味
で
、
貧
困
と
格
差
の

拡
大
は
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ

の
よ
う
な
分
断
社
会
に
向
か

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
分
断
社
会
は
民
主
主
義

を
不
安
定
な
も
の
に
す
る
。

そ
れ
故
、
貧
困
と
格
差
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
は
、
現

代
日
本
の
最
大
の
課
題
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
貧
困

と
格
差
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
次
回
以
降
に
改
め
て
考

え
る
こ
と
と
す
る
。

　

貧
困
に
は
絶
対
的
貧
困
と

相
対
的
貧
困
が
あ
る
が
、
先

進
国
で
主
と
し
て
問
題
と
な

る
の
は
、
そ
の
国
の
生
活
水

準
と
の
関
係
に
お
け
る
相
対

的
貧
困
（
可
処
分
所
得
の
中

央
値
の
半
分
以
下
）
で
あ

る
。
日
本
の
貧
困
率
は
約
15

％
に
上
る
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に

加
入
す
る
37
ヵ
国
の
平
均
11

・
７
％
（
２
０
１
６
年
）
に

比
べ
る
と
か
な
り
高
く
、
主

要
国
で
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ

水
準
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
20

年
ほ
ど
で
貯
蓄
ゼ
ロ
の
所
帯

が
激
増
し
、
全
所
帯
の
３
割

を
超
え
る
と
い
う
。

　

子
ど
も
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
７
人
に
１
人
の
子
ど
も

が
貧
困
所
帯
に
属
し
て
お

り
、
特
に
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

の
家
庭
は
、
貧
困
率
が
50
％

を
超
え
て
い
る
。
学
校
の
給

食
以
外
に
十
分
な
食
事
を
と

れ
ず
、
身
体
的
発
達
に
障
害

を
き
た
す
子
ど
も
の
例
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
が
、
貧
困

世
帯
を
直
撃
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
貧
困
の
拡
大
の

要
因
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
低

年
金
の
高
齢
者
世
帯
の
増
加

も
あ
る
が
、
最
大
の
要
因
は

勤
労
者
の
低
賃
金
で
あ
る
。

雇
用
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、

非
正
規
の
雇
用
者
が
増
え
、

す
で
に
全
体
の
40
％
程
度
を

占
め
て
い
る
。
無
権
利
状
態

に
置
か
れ
た
非
正
規
雇
用
者

の
平
均
賃
金
は
、
政
府
の
調

査
で
は
１
７
５
万
円
ほ
ど

で
、
正
規
雇
用
者
の
半
分
を

は
る
か
に
下
回
る
水
準
で
あ

る
。
そ
の
た
め
未
婚
の
非
正

規
雇
用
者
の
多
く
が
、
貧
困

層
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

特
に
女
性
の
半
分
近
く
が

非
正
規
雇
用
で
あ
り
、
男
性

労
働
者
の
３
倍
以
上
の
割
合

で
あ
る
。
単
身
女
性
の
３
割

が
貧
困
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
女
性
の
非

正
規
雇
用
者
の
多
さ
と
関
係

し
て
い
る
。
女
性
差
別
は
貧

困
と
直
結
す
る
の
で
あ
る
。

　

非
正
規
雇
用
者
の
多
く

は
、
正
規
雇
用
を
望
ん
で
い

る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、

貧
困
の
原
因
が
当
事
者
に
あ

る
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
貧
困

を
自
己
責
任
と
す
る
風
潮
が

強
い
。
し
か
し
好
ん
で
貧
困

な
状
態
を
選
ぶ
者
は
い
な

い
。
貧
困
は
病
気
や
事
故
な

ど
の
偶
然
的
要
因
、
ま
た
景

気
や
雇
用
の
不
安
定
化
な
ど

個
人
の
努
力
を
越
え
た
、
社

会
的
要
因
に
よ
る
側
面
が
強

い
。
そ
れ
だ
け
に
誰
で
も
、

貧
困
状
態
に
陥
る
可
能
性
が

あ
る
。
し
か
も
核
家
族
化
な

ど
に
よ
り
、
個
人
を
ケ
ア
す

る
共
同
体
の
機
能
は
縮
小
し

た
。
そ
れ
故
、
憲
法
で
明
記

さ
れ
た
「
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
の
生
活
」（
25
条
、

生
存
権
）
を
国
が
保
障
す
る

こ
と
は
、
現
代
人
が
安
心
し

て
生
活
を
送
る
上
で
、
必
須

の
条
件
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
生
存
権
保
障
を
め

ぐ
っ
て
は
、
政
府
の
努
力
目

標
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
解

（
抽
象
的
権
利
説
）
も
あ

る
。
こ
の
点
で
特
に
問
題
と

な
る
の
が
、
朝
日
訴
訟
（
１

９
５
６
年
）
か
ら
続
く
、
生

活
保
護
基
準
の
問
題
で
あ

る
。
仮
に
こ
れ
が
時
の
政
府

の
政
策
に
よ
っ
て
、
簡
単
に

変
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、「
最
低
限
の
生
活
」
基

準
は
引
き
下
げ
ら
れ
、
生
存

権
は
空
洞
化
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

事
実
、
２
０
１
３
年
（
平

成
25
年
）
以
降
、
最
大
10
％

程
度
の
生
活
保
護
費
の
切
り

下
げ
が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ

れ
は
現
在
の
自
公
政
権
の
弱

者
切
り
捨
て
を
象
徴
す
る
政

策
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

今
年
２
月
、
大
阪
地
裁
の
判

決
に
お
い
て
、「
政
府
の
切

り
下
げ
の
根
拠
は
恣
意
的
で

あ
り
、
生
活
保
護
法
に
違
反

す
る
」
と
い
う
原
告
勝
利
の

判
決
が
下
さ
れ
た
。
生
活
保

護
基
準
の
勝
手
な
裁
量
を
許

さ
な
い
こ
の
判
決
は
、
生
存

権
を
護
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

貧
困
の
社
会
的
影
響
は
大

き
い
。
そ
れ
は
個
人
の
行
動

様
式
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
与
え
る
。例
え
ば
、年
収
の

低
い
男
性
は
、
女
性
と
の
交

際
に
消
極
的
に
な
る
と
い
う

調
査
が
あ
る
。
若
者
が
低
所

得
の
た
め
に
結
婚
で
き
ず
、

家
庭
を
持
て
な
い
状
態
は
、

人
生
に
と
っ
て
最
大
の
悲
劇

で
あ
る
。
現
実
に
男
性
が
結

婚
で
き
る
か
否
か
は
、
年
収

に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
は
、
日
本
の
急
激
な
人

口
減
少
の
要
因
で
も
あ
る
。

　

不
安
定
な
所
得
と
身
分

は
、
様
々
な
社
会
的
矛
盾
の

引
き
金
に
な
る
。
引
き
こ
も

り
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
内

閣
府
の
調
査
で
は
、
中
高
年

（
40
～
64
歳
）
の
引
き
こ
も

り
が
60
万
人
を
超
え
て
お

り
、
そ
れ
以
下
の
年
代
を
上

回
る
と
い
う
。
彼
ら
の
多
く

は
高
齢
の
親
の
年
金
に
依
存

し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

状
態
が
長
続
き
す
る
わ
け
が

な
く
、
今
後
、
社
会
保
障
を

含
め
大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
貧
困
は
個
人
の
生

活
を
破
壊
す
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
を
不
安
定
化
す
る

の
で
あ
る
。

　

貧
困
は
人
々
の
意
識
に
も

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
あ
る

社
会
学
者
は
「
貧
困
は
人
の

社
会
的
感
情
を
殺
し
、
人
と

人
と
の
間
に
お
け
る
一
切
の

関
係
を
破
壊
し
去
る
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
貧
困
は
社
会

と
の
関
係
性
を
弱
め
、
他
者

へ
の
感
情
を
歪
め
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
貧
困
は
人
々
を

孤
立
さ
せ
、場
合
に
よ
っ
て
は
、

反
社
会
的
行
動
の
要
因
に
な

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
な
く

と
も
、
日
本
は
人
々
の
社
会

的
関
係
性
の
弱
い
国
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

貧
困
は
民
主
主
義
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

所
得
水
準
の
低
い
層
の
投
票

率
の
悪
さ
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
政
治

の
力
が
最
も
必
要
な
貧
困
層

の
要
求
が
、
政
治
に
反
映
さ

れ
に
く
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
貧
困
問
題
は
民
主
主
義

の
健
全
な
機
能
の
た
め
に

も
、
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
課
題
な
の
で
る
。

　

貧
困
問
題
の
解
決
を
展
望

す
る
際
に
は
、
当
面
の
政
策

と
中
長
期
的
政
策
の
二
つ
に

分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
ま
ず
当
面
の
政
策
に
つ

い
て
言
え
ば
、
年
金
の
増
額

や
生
活
保
護
制
度
の
改
革
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
。
特
に
問

題
な
の
は
、
現
役
の
勤
労
者

の
低
賃
金
で
あ
る
。
普
通
に

働
き
な
が
ら
貧
困
か
ら
脱
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
は

異
常
で
あ
り
、
こ
の
現
状
を

変
え
る
に
は
、
非
正
規
雇
用

の
拡
大
防
止
と
雇
用
の
安
定

化
、
ま
た
最
低
賃
金
の
底
上

げ
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

　

特
に
社
会
的
に
孤
立
し
や

す
い
、
単
身
の
高
齢
者
や
非

正
規
雇
用
の
若
者
、
ま
た
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
に
対
し

て
は
、
特
別
の
支
援
体
制
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
中
長
期

的
政
策
と
し
て
重
要
な
の

は
、
教
育
の
機
会
の
実
質
的

保
障
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
格
差
の
問
題

で
も
あ
る
の
で
、
次
回
以
降

に
取
り
上
げ
る
。

　

最
後
に
付
け
加
え
て
言
え

ば
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド

バ
ン
ク
、
ま
た
無
料
塾
な
ど

市
民
社
会
レ
ベ
ル
で
の
取
り

組
み
も
重
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
活
動
は
、
貧
困
問
題
へ

の
緊
急
対
応
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
人
々
の
絆
を
再
構
築

し
て
い
く
意
味
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
貧
困

自
己
責
任
論
を
、
実
践
的
に

克
服
し
て
い
く
道
で
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
裏

付
け
ら
れ
た
時
、
国
や
行
政

に
対
す
る
要
求
は
、
よ
り
具

体
的
で
説
得
力
の
あ
る
も
の

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

２
面
・
註

１
．『
日
本
大
百
科
事

典
』
の
石
井
寛
治
「
日
本

の
産
業
革
命
」
の
「
発
展

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」
の
節

２
．
内
田
星
美
「
技
術
移

転
」
の
４
節
「
機
械
輸
入

と
外
資
提
携
」（
西
川
俊

作
・
阿
部
武
司
編
『
産
業

化
の
時
代　

上
』
日
本
経

済
史
４
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
〇
年
）

３
．
高
橋
亀
吉
『
大
正
昭

和
財
界
変
動
史　

上
巻
』

東
洋
経
済
新
報
社
（
一
九

五
四
年
）
七
九
頁

４
．
橋
本
寿
朗
『
社
会
科

学
の
方
法
』
お
茶
ノ
水
書

房
（
一
九
七
八
年
）
一
〇

七
頁
。「
第
十
章
の
４
」

『
日
本
帝
国
主
義
史　

１

　

第
一
次
大
戦
期
』（
大

石
嘉
一
郎
編
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
八
五
年
）

四
〇
八
頁

５
．
岡
本
弥
『
明
治
解
放

令
の
研
究
』
世
界
文
庫
一

九
七
四
年
（
近
代
文
芸
資

料
復
刻
叢
書
、
第
七
集
）。
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